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代表質問
　市川市議会では、年 4回の各定例会で、会派の代表が会派独自の立場から質問をする代表質問を行
います。 2月定例会の代表質問は、市長の施政方針、教育長の教育行政運営方針及び新年度予算を含
む市長提出議案等を対象とし、質問時間は会派の均等割り時間60分に所属議員数×15分を加えた時
間（ 3人未満の会派は議員 1人につき20分）です。質問は総括質問者が行う他、補足質問者を立て
ることができます。ここでは、代表質問のうち、会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

多
世
代
家
族
応

援
パ
ス
ポ
ー
ト

問
　
多
世
代
家
族
応
援
パ
ス
ポ

ー
ト
事
業
は
、
市
内
で
同
居
・

近
居
す
る
多
世
代
家
族
か
ら
の

申
請
を
受
け
て
発
行
す
る
「
多

世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
」
の

提
示
に
よ
り
、
協
賛
企
業
か
ら

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
協
定
を
締
結
し

た
5
金
融
機
関
は
住
宅
・
教
育

ロ
ー
ン
等
の
金
利
優
遇
を
行
う

と
の
こ
と
で
、
消
費
喚
起
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
の

サ
ー
ビ
ス
拡
充
や
事
業
の
周
知

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
本
事
業
に
お
け
る
協
賛
店

教
員
の
多

忙
化
解
消

問
　
教
員
の
多
忙
化
は
、
学
校

現
場
で
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

そ
の
解
消
に
は
抜
本
的
な
改
革

が
必
要
と
考
え
る
が
、
実
質
的

か
つ
効
果
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
教
員
の
長
時
間
労
働
の
要

因
と
し
て
、
特
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
は
部
活
動
指
導
と
事
務

舗
の
登
録
数
は
、
平
成
29
年
2

月
現
在
で
26
企
業
75
店
舗
で
あ

り
、
2　9　3
世
帯
、
延
べ
8　0

4
名
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
広
報
紙
や
Ｗ
ｅ
ｂ
等
で
周

知
を
図
る
他
、
地
域
の
民
間
事

業
者
と
も
連
携
し
て
更
に
多
く

の
協
力
申
請
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

周
知
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

小
学
校
区
防
災

拠
点
協
議
会

問
　
平
成
28
年
も
大
き
な
地
震

が
日
本
列
島
を
襲
い
、
関
東
地

方
で
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
更
な

る
住
み
や
す
い
住
宅
都
市
を
目

指
す
と
共
に
、
災
害
に
強
い
ま

仕
事
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
特

に
こ
の
両
者
の
負
担
軽
減
が
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
市
は
、

部
活
動
指
導
に
つ
い
て
は
「
ノ

ー
残
業
デ
ー
」
と
併
せ
た
「
ノ

ー
部
活
タ
イ
ム
」
の
実
施
及
び

部
活
動
指
導
員
の
活
用
促
進
を
、

事
務
仕
事
に
つ
い
て
は
学
校
事

務
職
員
が
学
校
運
営
に
積
極
的

に
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
総
合
的
に
進
め
る
こ

ち
市
川
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
22
年
度
か

ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
小
学

校
区
防
災
拠
点
協
議
会
の
設
立

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

答
　
小
学
校
区
防
災
拠
点
協
議

会
は
、
自
治
会
等
の
地
域
住
民

で
構
成
さ
れ
、
小
学
校
区
内
の

情
報
収
集
や
発
信
、
避
難
所
運

営
な
ど
を
行
う
。
現
在
、
小
学

校
及
び
義
務
教
育
学
校
全
39
校

の
う
ち
29
校
で
協
議
会
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。
全
て
の
小
学
校

に
設
立
で
き
る
よ
う
、
未
設
立

の
小
学
校
区
内
に
あ
る
自
治
会

や
学
校
の
集
会
等
で
、
今
後
も

引
き
続
き
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

介
護
保
険

問
　
市
が
進
め
て
い
る
介
護
保

険
特
別
会
計
の
第
2
次
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
保
険
料
収
納

と
で
、
学
校
現
場
の
長
時
間
労

働
の
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

介

護

の

人
材
確
保

問
　
外
国
人
の
介
護
人
材
に
つ

い
て
は
、
現
場
の
人
手
不
足
と

各
国
で
の
高
齢
化
の
進
行
で
奪

い
合
い
に
な
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題

意
識
を
踏
ま
え
て
、
市
は
外
国

人
の
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
現
在
、
市
内
の
介
護
施
設

に
お
け
る
外
国
人
の
介
護
人
材

の
採
用
状
況
は
、
特
養
ホ
ー
ム

で
計
16
人
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
で
は
計
13
人
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
外
国
人

の
介
護
人
材
の
雇
用
に
当
た
っ

て
の
課
題
や
介
護
現
場
で
働
く

際
の
問
題
点
等
を
調
査
す
る
と

共
に
、
今
後
雇
用
に
関
す
る
事

業
者
の
意
向
を
把
握
し
、
市
の

関
わ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ホ
ー
ム
ド

ア
の
設
置

問
　
こ
こ
数
年
、
駅
の
ホ
ー
ム

か
ら
の
転
落
事
故
や
電
車
と
の

接
触
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
大
宮
駅
か
ら
桜

木
町
駅
ま
で
の
京
浜
東
北
・
根

岸
線
全
37
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を

設
置
す
る
と
発
表
し
た
。
本
市

で
も
、
鉄
道
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア

の
設
置
を
促
進
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答
　
国
土
交
通
省
は
、
一
日
当

た
り
の
利
用
者
数
が
10
万
人
以

上
の
駅
に
つ
い
て
、
優
先
的
に

ホ
ー
ム
ド
ア
又
は
内
方
線
付
き

点
状
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
を
進
め

て
き
た
が
、
平
成
28
年
12
月
に

率
の
向
上
や
総
合
事
業
の
体
制

整
備
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
で
あ

る
。
厚
生
労
働
省
等
が
推
進
し

て
い
る
介
護
保
険
料
の
上
昇
抑

制
や
認
定
率
を
低
下
さ
せ
る
と

い
っ
た
、
資
源
消
費
型
で
は
な

く
成
果
志
向
型
の
方
策
を
立
て
、

持
続
可
能
な
運
営
を
す
べ
き
で

あ
る
。
市
の
認
識
を
問
う
。

答
　
保
険
給
付
の
伸
び
を
抑
え

て
経
営
を
健
全
化
す
る
に
は
、

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に

よ
り
自
立
の
促
進
や
重
度
化
の

予
防
を
図
る
こ
と
が
、
最
も
効

果
を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
値
は

概
ね
達
成
し
て
い
る
が
、
総
合

事
業
の
体
制
整
備
は
市
民
主
体

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
目
標

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
を

見
直
す
に
当
た
っ
て
は
、
事
業

効
果
を
よ
り
適
切
に
測
れ
る
よ

う
担
当
部
署
と
調
整
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援

問
　
待
機
児
童
対
策
緊
急
対
応

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
市
は
進
捗

状
況
と
今
後
の
効
果
を
ど
う
考

え
る
か
。
ま
た
、
財
政
負
担
を

伴
わ
な
い
子
育
て
施
策
で
あ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
の
現
状
と
課
題
等

に
つ
き
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
　
市
は
本
プ
ラ
ン
に
よ
り
、

1　0　0　6
人
の
受
け
入
れ
枠
の

拡
大
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
直

近
の
申
請
児
童
数
等
を
考
慮
す

る
と
、
引
き
続
き
施
設
整
備
を

中
心
と
し
た
待
機
児
童
対
策
は

必
要
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
以
外

の
子
育
て
施
策
に
も
同
時
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
地
域
で
住
民
同
士
が
支

え
あ
い
子
ど
も
を
育
て
る
取
り

組
み
で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

年
々
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
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創
生
市
川
第
１

加
藤
　
武
央
　
　
小
泉
　
文
人

田〔
総
括
質
問
者
〕

中
幸
太
郎
　
　
岩
井
　
清
郎

自
由
民
主
党

中
山
　
幸
紀
　
　
三
浦
　
一
成

ほ〔
総
括
質
問
者
〕

そ
だ
伸
一
　
　
佐
藤
ゆ
き
の
り

か
い
づ
　
勉

民
進
・
連
合
・
社
民

石
原
よ
し
の
り
　
　
西〔
総
括
質
問
者
〕

牟
田
　
勲

か
つ
ま
た
竜
大
　
　
佐〔
補
足
質
問
者
〕

藤
　
義
一

が
、
依
頼
に
応
じ
て
手
助
け
を

す
る
協
力
会
員
の
人
数
が
そ
れ

ほ
ど
増
え
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

子
ど
も
を
預
か
る
責
任
の
重
さ

へ
の
不
安
感
が
あ
る
が
、
説
明

会
で
参
加
し
や
す
い
活
動
の
具

体
例
を
示
す
等
の
環
境
づ
く
り

を
継
続
す
る
と
共
に
、
活
動
内

容
の
周
知
に
よ
り
、
協
力
会
員

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。


